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「食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律（食品等流通法）」の改正案の審議が開始され

ました。 

食料の持続的な供給ができる食料システムの確立を図るため、食品流通分野から食品産業全体に対象

範囲を広げた食品等流通法の改正案が衆議院で審議されています。法律名を「食品等の持続的な供給を

実現するための食品等事業者による事業活動の促進及び食品等の取引の適正化に関する法律」（略称：

食料システム法）とし、食品等の持続的な供給を実現するため、金融・税制等の支援制度を設けるとと

もに、食品等の取引の適正化に向けて飲食料品等事業者には、①取引条件の協議の申出がされた場合に

は誠実に協議すること②取引の相手方から持続的な供給に資する取組の提案があった場合には必要な検

討・協力を行うことの努力義務が規定されています。 

改正の概要 https://www.maff.go.jp/j/law/bill/attach/pdf/250214-19.pdf 

 

物流生産性向上推進事業（取組推進事業）（令和6年度農林水産省補正予算事業）の募集が食品等流通合

理化促進機構の HP に掲載されました。 

 (公財)食品等流通合理化促進機構が標記事業の参加者募集を開始しました（5 月 16 日まで）。事業内

容や仕組は、令和5年度補助事業とほぼ同じですが、1社あたりの補助金の増額と補助対象の拡大が行わ

れています。公募 https://www.ofsi.or.jp/logi-suisin/koubo/ 

事業の詳細 https://www.ofsi.or.jp/logi-suisin/ 

 

食料供給困難事態対策法が 4 月 1 日に施行されました 

近年、世界的な食料需給の変化と生産の不安定化により、食料供給が大幅に減少するリスクが高まる

中、食料供給が減少し、国民生活・国民経済に影響が生じる事態を防止するため、平時からの対応に始

まり、必要な対策を政府一体となって早期から措置を行う「食料供給困難事態対策法」が令和 6 年の通

常国会で成立し、令和 7 年 4 月 1 日から施行されました。平時からの取組として特定食料（米、小麦、

大豆（食用含む）、生乳、牛肉・豚肉・鶏肉、鶏卵、小麦粉、植物油脂、砂糖、飲用牛乳・乳製品、液

卵・粉卵等）又は特定資材（肥料、農薬、種苗、飼料、動物用医薬品）の出荷、販売、輸入、生産又は

製造の事業者に対して、これらの状況について報告を求めることができることとされています。 

ただし、国が生産者に対し増産の強制をしたり、従わなければ罰金を科すようなことはありません。 

リーフレット https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/attach/pdf/horitsu-33.pdf 

農林水産省 HP  https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/horitsu.html 

 

政府から福島で生産された商品の販売等の不振の実態を明らかにするための調査の結果に基づく協力要

請がありました。 

 農林水産省では、平成 29 年度以降、福島県産農産物等の販売不振の実態と要因を明らかにするため、

「福島県産農産物等流通実態調査」として生産・流通・販売段階の実態を調査しています。 

 事業者・消費者アンケートで、消費者の福島県産品に対する購入姿勢についての評価を、5（前向き）、

4（やや前向き）、3（どちらともいえない）、2（やや後ろ向き）、1（後ろ向き）の 5 段階で回答をお願い

したところ、消費者自身の回答は平均 3.6 で比較的「前向き」に評価している一方、小売・外食業者の

消費者の購入姿勢の認識は平均 3.0 と評価しており、両者の認識に差がありました。 

引き続き福島県産農産物等を積極的に販売する機会を設けること、福島県産品と他県産品とを公平に

取り扱うことなど福島で生産された商品の販売不振の払拭に向けた協力要請がありました。 

調査のポイント https://www.ofsi.or.jp/logi-suisin/ 

調査結果 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/ryutu/R6kekka.html  



展示会等のご案内 5 月、6 月（来場には事前登録が必要です。HP を確認し登録してください） 

 第 35 回西日本食品産業創造展‘２５ 

 5 月 14 日(水)～16 日(金)  マリンメッセ福岡 https://www.nikkanseibu-eve.com/food/ 

第 9 回フードエキスポ HOKURIKU2025 

 5 月 20 日(火)～21 日(水)  高岡テクノドーム https://www.insapo.com/foodexpo/index.html 

HFE JAPAN 2025 第 23 回 ヘルスフードエキスポ  

 5 月 21 日(水)～23 日(金)   東京ビッグサイト https://www.ifiajapan.com/ 

Japan IT Week 名古屋 2025 

5 月 28 日(水)～30 日(金)  ポートメッセ名古屋 https://www.japan-it.jp/nagoya/ja-jp.html 

農業 WEEK（九州展） 

 5 月 28 日(水)～30 日(金) グランメッセ熊本 https://www.jagri-global.jp/hub/ja-jp.html 

九州イノベーション WEEK(九州オフィス業務支援 EXPO/九州 GX 脱炭素推進 EXPO 等) 

6 月 4 日(水)～5日(木) マリンメッセ福岡 https://kfb-shien.com/ 

 第 5 回 デジタル化・DX 推進展 ～ODEX～ 2025 

6 月 4 日(水)～6日(金)  東京ビッグサイト https://odex-telex.jp/lp/ 

FOOMA JAPAN 2025 

 6 月 10 日(火)～13 日(金) 東京ビッグサイト https://www.foomajapan.jp/ 

第 17 回 マーケティング Week -夏 2025- 

 6 月 18 日(水)～20 日(金)  東京ビッグサイト https://www.marketing-week.jp/hub/ja-jp.html 

総務・人事・経理 Week 

 6 月 25 日(水)～27 日(金) 東京ビッグサイト https://www.office-expo.jp/tokyo/ja-jp.html#/ 

 

  今後の理事会等の開催予定 

理事会等名 日時 場所 

令和 7年度第 1回理事会 5 月  8 日(木)  14:00～16:00 KKR HOTEL TOKYO 

令和 7年度定時総会 

春季講演会 

情報交流会 

5 月 26 日(月) 13:30～15:00 

15:00～16:20 

               16:30～18:00 

KKR HOTEL TOKYO 

第２回理事会  8 月 6 日(水)  14:00～16:00 KKR HOTEL TOKYO 

第３回理事会 

秋季講演会 

情報交流会 

11 月 5 日(水) 13:30～15:00 

15:00～16:20 

            16:30～18:00 

KKR HOTEL TOKYO 

令和 7 年度第４回理事会 
令和 8 年 

  1 月 16 日(金) 14:00～15:30 
グランドプリンスホテル高輪 

令和８年合同賀詞交歓会   1 月 16 日(金) 16:00～18:00 グランドプリンスホテル高輪 

 

事務局から  

 ラトックシステム㈱の方から、自動で温度の計測・記録ができるクラウドサービスの温度管理システ

ム「ハサレポ」のお話を聞きました。 

「ハサレポ」を利用し手書きを自動化できるため本来の作業に専念できる上、温度の履歴提出を求め

られた場合もクラウドの計測データの提出で早期対応が可能になります。 

温度異常時はスマホへ通知が来ますが、このほかに、機器異常もスマホへ通知ができるようになりま

した。冷蔵機器に異常時の出力があれば、オプションの IoT 通信ユニットに接続し、万が一の機器の異

常時にスマホへ通知いたします。 

機器異常時の通知で温度が下がり出す前に通知を受け、早期対策をおこなうことでロスの削減をおこ

なえます。温度管理システム「ハサレポ」 https://sol.ratocsystems.com/service/haccp/ 


